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授業デザインの背景



育成したい資質・能力(目標)

インクルーシブ教育
の理解とその展望

・共生社会とインクルーシブ教育システムの意義
・特別支援教育
・ICF（障害の社会モデル）
・多様な学びの場
・地域におけるインクルーシブ教育の展開

インクルーシブ教育
推進に必要な知識や
支援力

・ニーズのある子どもの実態を把握する力
・アセスメントに基づき個別の教育支援計画・個別の指導計画を立案する力
・支援を実施し評価する力
・特別支援教育の視点を踏まえた学級経営・授業づくりができる力

関係者と協働する力
・多様な子ども（不登校、外国人、貧困層など）を理解する力
・教師間でのコミュニケーション力
・関係者間でのコミュニケーション力



多様性に応え得る態度や価値観

自らの捉えの揺さぶり

考える魅力への気づき



無自覚な自らの捉えや
言動を振り返る

多様性に触れる

実践を理解する

授業デザイン



授業の概要



インクルーシブ教育基礎論
Foundation of Inclusive Education

到達目標：インクルージョン、インクルーシブ教育の理念および児童生徒の多様性を理解する
1 オリエンテーション
2 無意識的な偏見や差別を自覚する （UNIVA/株式会社LITALICO）
3 ソーシャルインクルージョンとインクルーシブ教育
4 社会的マイノリティの立場から考える（１）：障害
5 社会的マイノリティの立場から考える（２）：性的マイノリティ
6 社会的マイノリティの立場から考える（３）：多文化共生
7 インクルーシブ・デザインについて考える（１）：合理的配慮とユニバーサル・デザイン
8 インクルーシブ・デザインについて考える（２）：QOLの向上
9 インクルーシブ教育を教師の視点から考える（１）：教科教育との関連
10 インクルーシブ教育を教師の視点から考える（２）：生徒指導との関連
11 インクルーシブ教育を教師の視点から考える（３）：外国人児童生徒への支援との関連
12 関係機関等との連携を考える（１）：保護者
13 関係機関等との連携を考える（２）：関係機関（労働）
14 関係機関等との連携を考える（３）：民間企業（株式会社LITALICO、株式会社錦城護謨）

自身 15 インクルージョンに関する意義を整理する：無意識的な偏見や差別を自覚する

専門家

関係者

自身



授業の流れ

授業の実際

ミニレクチャー
パネル

ディスカッション
各自の振り返り







アンケートを用いた評価



結果

•

–

•

•

–

分析方法



講義を受けた影響の分析



1.障害の定義

障害の個人モデルから社会モデルへの意識変容



2.社会的マイノリティの実状

社会的マイノリティの多様さの認識



3.社会的マイノリティに対する支援

「共生社会」に対する意識の芽生え



4.教科教育との関連

多様性を前提とした教科教育との関連に対する気づき



5.連携・協働する大切さ

情報を共有し，協働することの大切さに対する気づき



5.連携・協働する大切さ

組織の強みを活かした連携の可能性に対する気づき



講義形式に対する感想



今後の課題



今後の課題
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今後の課題



Practical studies in Inclusive Education

到達目標：インクルーシブ教育を実践する素養を高める
1 演習：インクルージョンの視点から学校をつくろう！
2 特別な教育的ニーズのある児童生徒等を含めた学級経営のあり方
3 理想の学級を作ってみよう１：学級経営について考える
4 障害のある児童生徒等を含めた、教科等の諸領域との関連性を踏まえた授業のあり方
5 理想の学級を作ってみよう２：授業について考える
6 理想の学級や授業を共有しよう
7 学級経営や授業づくり、学校づくりの実際
8 多様な児童生徒からなる学校・学級とは―第1～7回のふり返り―
9 個別の指導計画・個別の教育支援計画の概要（指導計画作成演習）
10 個別の指導計画に基づく指導の実際
11 アシスティブ・テクノロジーを用いた個別の指導
12 支援会議の概要
13 模擬支援会議の演習
14 模擬支援会議の振り返り
15 インクルーシブ教育を展開するために

インクルーシブ教育実践論


